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データ検索の方法
海外情報の検索ページからの検索が便利です
トップページ右カラムの「食品安全情報
のデータベース検索」をクリック

「食品安全関係情報」のタブをクリック
し、必要なキーワードや国名などを入力

ここをクリック ここを押すと検索用語を
含めて検索できる

キーワードを入力
「農薬」など

国名・機関名等も
選択可能

 
　食品安全委員会では、毎日100以上
の海外の公的機関が発表する情報を探
索し、日本語の要約を日報として作成し
ています。この日報は、関係省庁などに
共有しているほか、最近では農林水産
省が発行する専門家向けのメーリング
リストにも情報を提供しています。
　また、日報の中でも特に重要な情報
を選定・分析し、概ね二週間に一回、食
品安全委員会の委員が専門家の視点
で精査・確認した情報を、食品安全委員
会のウェブサイトで公開しています。
　このように、食品安全委員会の委員
が世界の最新の情報を確認することに
より、食品安全に関する新たな動きを
いち早く把握し、必要があれば対策を
検討することができます。これらの情
報は、食品安全委員会のウェブページ
を検索することにより、どなたでも利
用できます（右図参照）。

　情報を探索し、選定、翻訳しているの
は専門のスタッフ10人。語学専門の６
人と、科学的バックグラウンドを持つ４
人です。
　海 外情 報の記事の妥当性について
は、その情報単独の内容だけでなく、
以前に出された関連情報なども突き合

わせて検証し、内容を深く理解します。
海外の公的機関のプレスリリースだけ
でなく、メディアの記事、専門誌に掲載
された記事・学術論文まで目を通し、
科学的な観点からのチェックも行いま
す。各国の政策や制度、専門用語など
についても学ぶことが欠かせません。
そのうえで、正確でわかりやすい記事
になるように表現を工夫しています。例
えば、「～は健康に悪影響がある」とい
う情報は無数に存在しますが、それら
が真に科学的に妥当な方法で証明さ
れ、信頼するに足る情報であるのか、検
証するのは容易ではありません。しか
し、食品安全委員会では、このように
知 識と経 験を積み重ねたスタッフが
チームとなって海外情報を分析して翻

訳記事を作成し、科学的に正確でわか
りやすい情報をお届けしています。

海外情報は毎日収集

ノルウェー語の情報を収集中のスタッフ

科学的かつわかりやすい翻訳、発信

　食品安全委員会は、設立当初から世界の国際機関や各国政府機関等が発表した食品安全に関する情報を
収集し、取捨選択・分析の上で、日本語の要旨を作成し公開しています。2022年3月末時点で公表されている
情報はおよそ3万件。WHO(世界保健機関)などの国際機関や、FDA（米国食品医薬品庁）、FSA（英国食品基準
庁）など英語圏の政府機関のみならず、ANSES（フランス食品環境労働衛生安全庁）、BfR（ドイツ連邦リスク
評価研究所）など非英語圏の情報も対象としています。

　食品安全に関する講座として、教育機関、地方公共団
体、消費者団体、関係職能団体、事業者団体等が主催す
る意見交換会やセミナー等に講師を派遣しています。
　京都府（京都府立大学）、沖縄県（美里工業高校）、名
古屋市（名古屋女子大学）との共催で、高校生や大学生
向けの意見交換会をオンラインで開催したほか、国際
医療福 祉 大学、東海大学、長浜バイオ大学、三重大学
に講師を派 遣し、大学生向けの講 義を行いました。ま
た、各 団 体 が主催する講 演会の要 望に応じて、「食中
毒」、「食品添加物」、「農 薬」、いわゆる「健 康食品」や

「リスクコミュニケーション」といったテーマについて
講演を行いました。

□講師派遣

　食品安全を守る仕組み等に関心のある中学生、高校生、大学生等の訪問学習を積極的に受け入れています。本来なら食品安
全委員会の見学などをしていただきたいところですが、昨年度はコロナ禍のため、オンラインで行いました。６月は防衛医科大
学学生と「食品の安全を守るしくみ-リスク評価-」の情報提供と意見交換を行いました。また、12月には慶應義塾大学大学院の
学生に「食品添加物の安全性評価」や「いわゆる健康食品に関する情報提供」をテーマとして授業を行いました。

□訪問学習受け入れ

　食品安全委員会は、全国の保健所や都道府県の食品安全部署との連携を強化するために「全国食品安全連絡会議」を開催
しています。令和３年度は「農薬の安全性の確保の仕組み」や「オンラインを利用したリスクコミュニケーションの事例」につい
ての情報を提供しました。

□全国食品安全連絡会議

講師派遣、訪問学習にご関心がある方は、食の安全ダイヤル（裏表紙）までお問合せ下さい。

海外情報の収集と翻訳・発信
http://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial■食品安全関係情報

　2022年4月20日、2021年度の食品健康影響評価事業等
功労者大臣表彰の表彰式が行われ、佐藤洋 氏（東北大学名
誉教授）、髙橋久仁子 氏（群馬大学名誉教授）、田村豊 氏（酪
農学園大学名誉教授）の3氏が受賞しました。表彰式では若
宮内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）から３氏に対
し、「食品を巡るリスクも多様化する中で、科学的知見に基
づき、客観的な立場で、中立公正に食品のリスク評価を行う
ことは、食品の安全の確保にとって極めて重要です。また、リ
スク評価の結果や食品の安全性について、正確に分かりや
すく情報提供していくことが不可欠です。この分野で多大な
功績があった皆様を表彰できますことは、私にとっても大き
な喜びであるとともに、今後、この分野で活躍される人の励
みになれば幸いです。」とお祝いの言葉が送られました。

2021年度 食品健康影響評価事業等功労者大臣表彰が行われました

写真左から、田村氏、佐藤氏、若宮大臣、髙橋氏、鋤柄事務局長

令和3年度食品健康影響評価事業等
功労者大臣表彰受賞者インタビュー http://www.fsc.go.jp/sonota/hyosho2021.html

http://www.fsc.go.jp/sonota/hyosho2021.html



